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世帯数　1,000

言 二

計　　5,022

(46-4.30現在)

就

任

の

言

葉

村
　
長

坂

本
　

大

博

こ
の
度
の
地
方
統
一
選

挙
に
お

い
て

不
尚
の
身
を
も
っ
て
名
誉
あ
る
蓬
田
村

長
に
無
競
争
当
選
の
栄
冠
を
戴
き
再
任

さ
れ
ま
し
た
事
は
無
上
の
光

栄
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
一
重
に
親
愛

な
る
村
民

各
位
の
御
恩
召
と
関
係
各
方
面

の
絶
大

な
る
御
援
助

の
賜
と
衷

心
よ
り
感
謝
中

上
げ
る
次
第
で
す
。

三

度
村
政
を
担
当
す
る
に
当

り
ま
し

て
は
、
村
民
憲
章

の
意

と
す
る
と
こ
ろ

平
和
を
愛
し
明
る
く
豊
か
に
住
み
ょ

い

村
づ
く
り
の
た
め
、
自

か
ら
を
正
し

、

執
恩
却
私
の
心
を
も
っ
て
常

に
楽
し

い

村
政
の
飛
躍
に
全
精
魂
を
傾
注

す
る
決

意
で
ご
ざ

い
ま
す
。

尤
も
政
策
の
大

綱
は
議
会

だ
よ
り
に

施
政
方
針
を
明
確
に
中

上
げ
て
お
り
ま

し
た
の
で
省
か
せ
て
頂

き
ま
し

た
が
、

今
後
と
も
に
何
卒
よ
ろ
し
く
御

指
導
御

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
上
げ

ま
す
。

就
い
て
は
一
々
参
上
御
礼
中

上
げ
る

べ
き
処
失
礼
乍
ら
取
敢
え
ず
紙
面
を
借

り
て
御
挨
拶
中
上
げ
ま
す
。
末
筆
乍
ら

皆
々
様
の
御
多
幸
を
御
祈
り
中
上
げ
ま

す
。

村
議
会
組
織
会

行
わ
れ
る

去
る
四
月
二
十
五
日
行
わ
れ
た
村
議

会
議
員
の
組
織
会
が
五
月
六
日
行
わ
れ

た
。議

　
　
長
　
柿
　
畸
　
喜
代
作
氏

副

議

長

森
　
　

繁

夫
氏

総
務
財
政
常
任
委
員
会

委

員

長

坂

本

貞

教

委
　
　
員
　
久
　
慈
　
寛
　
一

委
　
　
員
　
八
　
戸
　
光
　
義

委
　
　
員
　
柿
　
崎
　
喜
代
作

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委

員

長
　
浜
　
田
　
喜
代
作

委
　
　
員
　
山
　
館
　
誠
　
弘

委
　
　
員
　
高
　
田
　
利
四
郎

委
　
　
員
　
武
　
井
　
己
之
吉

委
　
　
員
　
森
　
　
　
繁
　
夫

産
業
土
木
常
任
委
員
会

委

員

長

飯

田

岩

吉

委
　
　
員
　
山
　
谷
　
武
　
夫

委
　
　
員
　
田
　
中
　
　
　
寛

委
　
　
員
　
山
　
館
　
文
　
作

監
査
委
員
　
坂
　
本
　
孫
九
郎

蟹
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合
議
員

山
　
谷
　
武
　
夫

山
　
館
　
誠
　
弘

蓬
田
村
青
森
市
学
校
組
合
議
会
議
員

武
　
井
　
己
之
吉

高
　
田
　
利
四
郎

田
　
中
　
　
　
寛

村
の
標
準
小
作
料
が
定
め
ら
れ
た

蓬

田

村
長

業

委

員

会

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
農
地
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
今
ま
で

あ

っ

た

「
統
制
小
作
料
制
度
」
が
廃
止
に
な
り

モ
の
肩
代
り
と
し
て
「
標
準
小
作
料
」

を
各
市
町
村
毎
に
定
め
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

当
委
員
会
で
は
「
標
準
小
作
料
」
を

定
め
る
に
あ
た
っ
て
、
小
作
料
協
議
会

を
殷
殷
し
、
「
標
準
小
作
料
設
定
」
に

つ
い
て
諮
問
し
て
小
作
料
協
議
会
よ
り

答
申
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
当
委
員

会
で
は
更
に
検
討
を
し
た
う
え
で
決
め

ら
れ
た
の
が
、
別
表
で
当
村
の
「
標
準

小
作
料
」
で
あ
る
。

こ
の
「
標
準
小
作
料
」
は
昭
和
四
十

五
年
十
月
一
日
か
ら
賃
貸
借
契
約
の
あ

っ
た
人
の
み
摘
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
点
誤
解
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

尚
、
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
当
委
員

会
係
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

［‾標準小作料］表

(10a当り）

普
　

通
　

畑

田水 農
地
の
区
分

下
　
　

田

（
四

六
五

Ｋ
）

中
　
　

田

（
五

一
〇

Ｋ
）

上
　
　

田

（
五
四
〇

Ｋ
）

四

、六
五
〇
円

八

、二
五
〇
円

一
〇

、二
八
〇

円

一
三

、八
三
〇

円

標
準
小
作
料

々
　
　
　
　
　
　
々

々
　
　
　
　
　
　
々

々
　
　
　
　
　
　

々

標
準
小
作
料
よ
り
二
〇

パ
ー
セ
ン
ト

以
上

咼
額
で
小
作
料
を
取

り
決
め
ら

れ
て

い
る
と
き
は
減
額
勧
告
す
る

備
　
　
　
　
　
　
　
　

考

「
蓬
　

門

」

原

稿

募

集

「
蓬
門
」

の
原
稿
を
募
集

い
た
し
ま
す
。

ど
ん
な
事
で

も
よ

い
で
す
。
原

稿
を
送
っ
て

下

さ
い
。

原
稿

送
付
先

蓬
田
村
教
育
委
員
会

Ａ

外
来
語
コ

ー
ナ
ー
Ｖ

ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
　
普
通
で
な
い
、
異
常

な

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
　
観
念
、
形
態
、
思
想

傾
向

イ
ラ
ス
ト
　
　
　
さ
し
え
、
カ
ッ
ト

イ
ン
サ
イ
ド
　
　
球
戯
場
の
制
限
線
内

イ
ン
タ
し
、（

ル
　
休
憩
時
間

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

情
報
、
報
道
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「
青

年

の

船
」
報

告
（
四
）

マ
レ

ー
シ
ア
（
（
二
月
二
十
四

日
）

午
後
三

時
四
十
分
、

ポ
ー
ト
ス
ウ
ッ

テ
ソ

パ
ム
港
に
入
港

。

私
達
は
、
船

の
デ

。
キ
上
で
、
歓
迎

を
受
け
ま
し
た
。

港
か
ら
感
じ
た
第

一
印
象

は
、
緑

、か

大
変
多

い
所
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

マ
レ
ー

シ
ア
は
、
一
九
五
七
年

マ
ラ

ヤ
連
邦
と
し
て
独
立
、
一
九
六
三

年
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
等
を
加
え
て
、
マ
レ
ー
シ

ア
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
一
九
六
五

年
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
が
独
立
し
、
現

在
に
、
至

つ

い
て

る
。

短

か
い
期
間
に
、
い
ろ
い
ろ
な
政
治

問
題

が
あ

っ
た
が
、
こ
の
原
囚

は
、

マ

レ
ー
大
、
中
国
人
、
イ
ン
ド
人

の
複
合

民
族
国
家
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

し

か
し
、
私
達

の
見

た
目
に
は
、
今

ま
で
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア

よ
り
も
、
ず
っ
と
近
代

的
で
、
街
も
非

常

に
美
し

い
所

で
す
。

そ
れ
は
、
他

の
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
、か
ラ

テ
ン
系
の
植
民
地
で
あ

っ
た
の
に
対
し

て
、
こ
こ
は
、
英

国
の
統
治
下

に
あ

っ

た
と
い
う
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

他
の
ス
ペ
イ
ン

ポ
ル

ト
ガ
ル
で
は
、

植
民
地
に

お
い
て
は
、
文
育
主
義
で
あ

っ
た
が
、
英

国
は
少
し
は
、
教
育
を
し

た
ら
し

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

国
土
は
日
本
の
九
十
％

で
、
そ
の
七

十
％

は
密
林
と

い
う
こ
と
で
、
ま
だ
ま

だ
開
発
で
き
ま
す
。

人

口
は
、
一
千
万

人
（

マ
レ
ー
人
四

十
五
％

、
中
国
人

三
十
五
％

、
イ
ン
ド

人

九
％

、
そ
の
他
十
一
％

で
複
合
民
族

国
家
で
す
。
政
権
は

マ
レ
ー
人
が
握

っ

て

い
る
、か
経
済
は
中
国
人
の
力
が
大
き

い
で
す
。
そ
の
民
族
の
宗
教
の
違

い
が

今
後
の

マ
レ
ー
シ
ア
を
決
め

る
カ
ギ
と

思
わ
れ
ま
す
。

ク
ア
ラ
ル
ン
プ

ー
ル
は
、
美
し

い
緑

と
、
立
派
な
建
造
物
の
日
本
以

上
の
都

市
だ
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
法
則
で
は
、

ゴ
ミ
を
落
し
た
者
は
罰
せ
ら
れ

る
そ
う

で
す
。
使
わ
れ

る
言
語
は
、

マ
レ

ー
語

中
国
語
、

パ
ミ

ー
ル
語
、
英
語
の
四

種

で
、

マ
レ
ー
語
、か
国
語
と
な

っ
て

い
る

そ
う
で
す
。

『
教
育
』

こ
の
国
で
は
、
教
育
に
は
力
を
入
れ

て

い
る
そ
う
で
、
六
三

二
二
制

の
学
校

だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
一

九
七
〇

年

か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
、
英
語

主
体

の

教
育
を
や
め
て
、
民
族
意
識
（

ナ

シ
ョ

ナ
リ
ズ

ム
）
を
高
め

る
為
に
、
全
部
マ

レ
ー
語
の
教
育
に
し
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
で
、

マ
レ
ー
語
の
先
生
が
少

い
の
で

イ

ン
ド

ネ
シ
ア

か
ら
先
生
を
呼
ん
で
い

ま
す
。

‘学
校

は
、

マ
レ
ー
人
学
校
、
中
国
系

学
校
と

ま
だ
分
離
し
て

い
ま
す
。
青
少

年

の
社
会
教
育

も
熱
心
で
、
私
達
が
視

察
し

た
も

の
で
も
、
国
立
青
少
年
訓
練

セ
ン
タ
ー
、
青
少
年
国
土
開
発
、

ボ
ー

イ

ス
カ
ウ
ト
、
国
家
青
少
年
開
発
隊
、

カ
ソ
ポ
ソ

パ
ソ
青
少
年
総
合

セ
ン

タ
ー

と
多

く
、
一
番
大
き

い
団
体
は

ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ

れ

ら
の
団
体

は
、
訓
練
の
最
終
目
的
は

道
徳
的
な

も
の
と
、
人
種
間（

宗
教
間
）

の
違

い
を
理
解

さ
せ

る
り
Ｉ
ダ

ー
シ

″

プ
養
成
、
建
国
主
義
の
確
立
と

い
う
こ

と
で
す
。

日
本

の
海
外
協
力
隊
の
隊
国
が
そ
れ

ら

の
施
設

に
、
教
員
指
導
員
と
し
て
入

っ
て
、
効
果

を
上
げ
て

い
ま
し
た
。
こ

れ

だ
け
青
少
年
教
育
に
力
を
入
れ
て
い

る
マ
レ
ー
シ
ア

は
人
種
問
題
さ
え
理
解

す
れ
ば
、
近

い
将
来
大
き
く
発
展
す
る

と
思

い
ま
す
。

『
経
済

』

こ
の
国
の
経
済
は
、
ゴ

ム
に
よ
っ
て

成

立
っ
て

い
る
と

い
っ
て
も
い
い
と
思

い
ま
す
。

ゴ
ム
は
、
世
界
の
四

十
五
％

を
生
産
し
て

い
て
合
成
ゴ

ム
の
進
出
に

も
負

げ
な

い
品
種
を
研
究
し
た
そ
う
で

す
。
お
も
し
ろ

い
こ
と
に
、
現
在
、
こ

の
ゴ

ム
の
木
が
紅
葉
し
て

い
て
、
日
本

の
秋
を
思
わ
せ

る
ほ

ど
山

々
が
き
れ

い

で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
錫
の
生
産
、
ほ
と
ん
ど

が
露
天
堀
り
で
す
。

パ
ー

ム

オ

イ

ル

（
や
し
油
）

も
世
界
第
一
位
と

い
う
こ

と
で
し
た
。
こ
こ

の
道
路
舗
装

に
は
、

ゴ

ム
を
混

ぜ
る
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の

道
路

は
暑
さ

に
強
く
、

ス
リ
こ
フ
し
な

い
そ
う
で
す
。
日
本
で

も
、
や

っ
た
そ

う
で
す

が
、

コ
ス
ト
が
高

い
の
で
や

め

て

い
る
そ
う
で
す
。

『
政
治

』

ラ
ー
マ
ン
首
相

が
政
権

を
握

っ
て

卜

て
、

マ
レ
ー
大

に
言

わ
せ

る
と
、

マ
レ

ー

シ
ア

が
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
と
比
較

に
な

ら
な

い
ほ
ど
進
歩
し
て

い
る
の
は
、

ラ

ー
マ
ン
の
長
期
政
権
で
、
計
画
的
開
発

か
お

る
か
ら
だ
と
言

い
ま
す
。

し

か
し
、
こ

の
マ
レ
ー
シ
ア

の
政
治

も
、
複
合
民
族
国
家
と

い
う

ご
と
で
、

将
来
、
む
ず

か
し

い
と

も
言
え

ま
す
。

昨
年
、
五
月

に
民
族
問

題

の

暴

動

（
中
国
系
）

、か
起
き
て

か
ら
先
週

ま
で

国
会
、か
開
か
れ
て

い
ま
せ

ん
で
し
た

が

私
達

が
行

っ
た
時

は
、
国
会
開
催
中
だ

と

い
う
事
で
し
た
。

お
も
し
ろ

い
事

に
、
憲
法
第
百
五
十

三
条

に
「

マ
レ
ー
大

が
一
般
的
な
生
活

に
な

る
ま
で

、
マ
レ
ー
大
を
保
護
す

る
」

と
あ

る
そ
う
で
、
こ

の
国
で
は

マ
レ
ー

大
優
遇
政
策
で
す
。
そ
れ
で
中
国
人
系

の
暴
動
等

が
起
き

た
訳
で
す

が
、
私
個

人

に
言
わ
せ
れ
ば
本
当

の
意
味

の
国
家

の
統
一
と
か
、
同

匸
言
語
と

い
う
問
題

を
考
え
れ
ば

、そ
れ

が
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

将
来

に
、
プ
ラ
ス
と
な

る
と
思

い
ま
す

。

と

に
か
く

、
こ

の
国

は
美
し
く
近
代

的
な
都

市
と
密
林
、
多
く
の
発
展
要
素

と
人
種
間

の
不
和
と

い
っ
た
、
ア
ソ
。、バ

ラ
ン
ス
か
お
り
、
発
展
途
上
国
と

い
う

感

じ
が
強

い
国
で
す
。
し
か
し
他
の
フ

ィ

リ
ピ
ン
、

イ
ン
ド
ネ

シ
ア

に
比
べ
た

ら
、
治

安
の
安
定
、
国
民
の
意
識
等
、

立
派

な
も
の
で
東
南
ア

ジ
ア
の
国

々
の

中
で
、
最

も
進

ん
だ
国

の
一
つ
と

い
え

ま
し

ょ
う
。

季
節
従
業
員
募
集
の

お
知
ら
せ

日
産
自
動
車
で
、
次
の
よ
う
に
季
節

従
業
員

を
募
集
中
で
す
。

翻
勤
務

地
　
横
浜

・

横
須
賀

・

座
間

（

神
奈
川
県

）
村
山
（

東
京
都
）

翻
職
　

種
　

自
動
車
製
造
作
業
・

プ
レ

ス
・
組

立
・
機
械
な
ど
誰
れ
に
で

も
出
来

る
安
全
な
作
業
。

翻
年
　

令
　
1
8才
～
5
0才
の
男
子

回
勤
務

時
間

は
昼
勤
実
働
七
時
間
夜
勤

実
働
八

時
間
で
残
業

は
毎
日
一
？

二

時
間
あ

る
。

翻
給
　

与
　

月
収
六
四
、
二
〇
〇
円
？

八
四
、
九
〇
〇
円
、
残
業
・
作
業

手
当
含

翻
応
　

募
　

最
寄

の
職
業
安
定
所

へ
。

面
談
日

は
毎
日
隴
の
地
元
新
聞
に

掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

な
お
詳
し
く

は
日
産
自
動
車

雇
用
対

策
本
部
（

東
京
都
中
央
区

銀
座
六
１

十

七
―

匸

ま
で
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⑤
税
制
改
正
の
あ
ら
ま
し

こ
と
し
も
所
得
税

の
減
税

を
中

心
に

税
法
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

１
　

所
得
税
で
は
、
給
与
所
得

控
除
を

は
じ
め
各
種
の
所
得

控
除

、か
引
き
上
げ

ら
れ
、

ま
た
、

青
色
申
告
者

に
つ
い
て

青
色
事
業
主
特
別
経
費
準
備
金

が
創
設

さ
れ
ま
し

た
。

２
　
相

続
税
、
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除

な
ど
、か
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
　

制
税
改
正

の
あ
ら
ま
し

１
　

所
得
税
で
は
、
各
種
の
所
得
控
除

が
次
の

よ
う

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

圉
所
得
控
除
の
引
き
上
げ

（

改
正

）
　
　（
現
行

）

基
礎
控
除
　

十
九
万
円
　

十
八
万
円

配
偶
者
控
除
十

九
万
円
　

十
八
万
円

扶
養
控
除
　
十
三
万
円
　

十
二
万
円

㈲
給
与
所
得
控
除
の
定
額
控

除
が
十
万

円
か
ら
十
三
万
円

に
。

㈲
障
害
者
、
老
年

者
、
寡
婦
、

勤
労
学

生
の
各
控
除
が
そ
れ

ぞ
れ
十
万
円

か
ら

十
一
万
円

に
、
特
別
障
害
者
控
除

が
十

四
万
円

か
ら
十
五
万
円

に
。

㈲
配

偶
者
の
い
な

い
世
帯
の
一
人
目

の

扶
養
親

族
に
つ
い
て
の
扶
養
控
除
が
、

十
三
万
円

か
ら
十
四
万

円
に
。

㈲
白
色

申
告
者

の
専
従
者
控
除
が
十
五

万
円

か
ら
十
七
万

円

に
。

㈲
青
色
申
告
者

に
つ

い
て
青
色
事
業
主

特
別
経
費
準
備
金
が
新
設
さ
れ
、
毎
年

の
事
業
所
得
の
五
％

相
当
額
（
瑕

咼
丿

万
円
）
を
限
度
と
し
て
、
青
色
事
業
主

特
別
経
費
準
備
金

へ
繰
り
入

れ
た
金
額

は
、
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

⑦
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
が
で
き
る

所
得
限
度
、か
次
の
と
お
り
引

き
上
げ
ら

れ
ま
し

た
。
　
　

（
改
正

）
　（
現

行
）

給
与
所

得
な
ど
　
十
五
万
円
　

十
万
円

資

産
所
得

な
ど
　
　

十
万
円
　

五
万
円

㈲

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

、
給
与
以
外

の
所

得

が
十
万
円
（

現
行
五
万
円

）
ま
で

の

人

は
、
確
定
申
告

を
し

な
く
て
も
よ
い

こ
と

に
な
り

ま
し

た
。

㈲
山
林
所
得
、
譲
渡
所
得
、
一
時
所
得

の
特
別
控
除
額
が
、
三
十
万
円

か
ら
四

十
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し

た
。

２
　

相
続
税
、
贈
与
税
の
改
正
点

出
夫
婦
間
で
居
住
用
財
産
を
贈
与
し
た

場
合
の
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除

が
、
百

六
十
万
円

か
ら
三

百
六
十
万

円
に
引
き

上
げ
ら
れ
、

‘
ま
た
、
適
用
要

件
の
婚
姻

期
間

が
二
十
五
年
以
上

か
ら
二
十

年
以

上
に
緩

和
さ
れ

ま
し

た
。

㈲

相
続
税

の
配
偶

者
控
険
が
、
婚

姻
期

間
十
五
年

を
こ
え

る
一

年
に
つ
き
二
十

万
円

か
ら
、
婚
姻

期
間
十

年
を
こ
え
る

一
年

に
つ
き
四
十
万
円

に
引

き
上

げ
ら

れ
、
最

高
限
度

も
二
百
万
円

か
ら
四
百

万
円

に
引
き
上
げ

ら
れ

ま
し

た
。

㈲
生
命
保
険
金

の
非
課
税
限
度

が
、
法

定
相
続
人
一
人
あ

た
り
百
万
円

か
ら
百

五
十
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し

た
。

３
　

貯
蓄
奨
励
、
住
宅
対
策
関
係

倒
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の
非
課
税
限

度

、か
、
元
本
百
万
円

か
ら
百
五
十
万

円

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
株
式
投
資
信
託
も

適
用
対
象
に
加
え
ら
れ

ま
し

た
。

㈲
少
額
国
債
非
課
税
制
度
の
非
課
税
限

度
額
が
、
元

本
五
十
万
円

か
ら
百
万

円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（

注
）
①
、
㈲
の
非
課
税
限
度
額
は

昭
和
四
十

七
年
一
月
一
日
以

後
の
貯

蓄
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

㈲
住
宅
貯
蓄
控
除
の
最
高
限
度
額

が
、

一
万

円

か
ら
二
万
円

に
引

き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

○

貯

蓄

と

税

金

１
　

利
子
所
得
の
新
し

い
課
税

方
法

昭
和
四

十
六
年
一
月
一
日

か
ら
五
十

年
十
二
月
三

十
一

日
ま
で

の
間

に
支
払

わ
れ
る
利
子

に
対
す
る
所
得
税

は
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
定

期
預

金
、
貸
付
信
託
、
金

銭
信
託

公

社
債
、
公

社
債

投
資
信
託

お
よ
び
勤

務
先
預

金
の
利
子
所
得

に
つ

い
て
は
、

源

泉
分
離
課
税
と
総
合
課
税
の
ど
ち
ら

か
有
利

な
方

を
選
択
で
き
ま
す
。

㈲
普

通
預
金

な
ど
の
利
子
所
得
に
つ

い

て
は
、
原
則
と
し
て
総
合
課
税
と
さ
れ

利
子

の
支
払

い
の
際
に
源
泉
微
収
さ
れ

ま
す

が
、
確
定
申
告
は
し
な
く
て
も
よ

い
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

２
　

配
当
所
得
の
新
し
い
課
税
方
法

昭
和
四
十

六
年
一
月
一
日

か
ら
五
十

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払

わ
れ

る
配
当
所
得
に
対
す
る
所
得
税
は

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
株
式
な
ど
の
配
当

所
得

に
つ
い
て
は

源
泉
分
離
課
税
か
総

合
課
税

の
ど
ち
ら

か
有
利
な
方
を
選
択
で
き

ま
す
が
、
一

回
の
配
当

金
額

、か
二
十
五
万
円
（

一
年

決
算
の
場
合
は
五
十
万

円
）
以
上
の
と

き
は
、
源

泉
分
離
課
税
を
選
択
で
き

ま

せ
ん
。

○
証

券
投
資
信
託

の
収
益
の
分
配
金
に

つ
い
て
は
、
分
配
金

の
金
額

に
関
係
な

く
、
源

泉
分
離
課
税
と
総
合
課
税
の
ど

ち
ら
か
有
利

な
方
を
選
択
で
き
ま
す
。

３
　

非
課
税
と

な
る
利
子
所
得

巾
預
貯
金

な
ど

の
貯
蓄
は
、
一
定
の
手

続
き

を
す
れ
ば
、
一
人
元
本
百
万
円

ま

で

の
貯
蓄

の
利
子
に
対
し
て
は
、
所
得

税

は
か
か
り

ま
せ
ん
。

㈲
国
債

は
旧

と
は
別
お
く
て
、
元
本
が

一
人
五
十
万

円
ま
で
の
も
の
の
利
子

は

一
定
の
手
続
き
を
す
れ
ば
所
得
税
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
と
し
の
税
制
改
正
で
、
昭

和
四
十
七
年
一
月
一
日
以
後
の
貯
蓄
に

つ
い
て
の
非
課
税
限
度
額
が
、
∽

の
少

額
預
金
に
つ
い
て
は
一
人
元
本
百
五
十

万
円
に
、
㈲
の
少
額
国
債
に
つ
い
て
は

人
元
本
百
万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

○

国
税
不
服
審
判
所
発
足

」
周
年

国
税
の
処
分
に
対
す
る
不
満
を
解
決

す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
、
昨
年
新
し

く
発
足
し
た
「
国
税
不
服
審
判
所
」
は

五
月
一
日
で
満
一
周
年
を
迎
え
ま
す
。

国
税
不
服
審
判
所
は
、
税
務
署
か
ら

受
け
た
更
正
や
決
定
に
不
服
の
あ
る
納

税
者
か
ら
出
さ
れ
た
審
査
請
求
に
つ
い

て
、
国
税
局
や
税
務
署
か
ら
独
立
し
て

そ
の
不
服
を
解
決
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

仙
台
国
税
不
服
審
判
所

の
所
在

地
は

次
の
と
お
り
で
す
。

仙
台
市
本
町
三
丁

目
三
番
一
号

仙
台
合
同

庁
舎
内

仙
台
国
税
不
服
審
判
所

青
森
支
所

青
森
市
本
町
一
丁
目

六
番
五
号

確
定
申
告
が
ま
ち
か
っ
て
い
た
と
き
は

確
定
申
告
を
し

た
あ
と
で
、
申
告
し

た
所
得
や
税
額
の
計
算

に
ま
ち

が
い
、か

あ

っ
た
こ
と
に
気
付
き
、
納

め
た
税
金

、が
少
な
か

っ
た
場
合
は
、
修
正
申
告
を

し
て
正

し
い
額

に
訂
正

で
き
ま
す
。
修

正

申
告

は
早

い
方
が
有
利
で
す
。

逆
に
税

金
を
納
め
過
ぎ
て

い
た
場
合

は
、
申
告
期
限
の
三
月
十
五
囗
か
ら
一

年
以
内
に
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
申
告
を
忘
れ
て
い
た
り
、
申

告
を
し
な
か
っ
た
人
は
、
期
限
後
申
告

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
も

早
く
し
た
方
が
有
利
で
す
。

五
の
日
は
「
税
の
相
談
日
」

毎
月
五
日

、
十
五

日
、
二
十
五
日

は

「

税
の
相
談
日

」
で
す
。

税
金
の
相
談

は
ど
こ
の
税
務
署
で
も

ご
自
分

の
名

ま
え
を
明

か
さ
ず
に
、
自

由

に
で
き

ま
す
。

「
税

の
相
談
日
」

に
は
、
相
談

や
指

導

を
専
門

に
受
け
も

つ
係
長

な
ど
が
ご

相
談

に
お
答
え
し
、
有
利

な
税
法
上

の

取
り
扱
い
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
国
税
局
に
は
「
。税

務
相

談

室
」
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
知
識
、
経

験
の
豊
か
な
税
務
相
諛
官
が
、
毎
日
、

税
金
の
苦
情
や
相
談
に
応

じ
て

い

ま

す
。（

所
在
地
は
、
仏
台
市
本
町
三
丁
目

三
番
一
号
　
仙
台
国
税
局
内
）
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ご
　
た
　
く

高

根

八
幡

邦
雄

厳
し
く
固

い
氷
も
柔
ぐ
三

月
と
も
な

れ
ば
春
風
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
、
子

供

等
の
戸
外
の
遊
び
も
活
発
に
な
る
が
、

其
の
代
表
的
な
遊
び
に
『
凧

上
げ
か
お

る
。

』
と
言

っ
て
も
大
正

時
代

ま
で
の

事
で
あ

る
が
。

清

ら
か
な
青
空

い
っ
ぱ
い
に
、
大
小

様

々
の
凧

が
勇
壮
な
声
を
張
り
上
げ
て

呻
り
、
家

の
中
ま
で
聞
え
て
来

る
。
窓

か
ら
見
え

る
。

我

々
は
、
自
制

心
を
失
い
火
箸
を
散

か
し

て
外

に
飛

び
出
す
、
後

か
ら
婆
の

罵
声
１

。

『

こ
ら
弥
一
、

な
外

さ
行
ぐ
だ
ら
、

が
ん
ど
ぼ
っ

か
ぷ
て
行
け
、
外
あ
寒
く

て
風
邪

ふ
ぐ
は
で
…
…
…

弥
一
／
／
／
・
行

て
し

ま
た

べ
が
、
あ

の
『

と
ぐ
ら
ん
け

』
家

さ
の

め
く
れ
ば

ど
じ
だ
の
、
あ

っ
ぱ
だ

の
ね
皆
し

か
ひ

ら
は
で
」
。

こ
う
し
て
意

勢
良
く
春
の
一
日
、か
始

ま
る
。

た

ぶ
ん
家
の
若

い
者
達
が
朝
早
く
か

ら
田

畑
へ
働

き
に
出
て

い
る
の
で
し
ょ

さ
て
、
こ
の
子
供
等
の
心
を
と
ら
え

死

ぬ
ほ
ど
に
慕
う
あ
の
凧

の
声
、
「

天

地
鳴
動
龍
虎
相
噛
み
地
壊
天
落
の
大
異

変
も
出
来
か
ね
な

い
、
こ
の
一
瞬

が
あ

の
頃
の
子
供
達
の

た
ま
ら
な

い
喜

び
の

一
瞬
で
も
あ

っ
た
の
だ
。

長

い
春
の
一
日

も
、

よ
う

や
く
日

は

斜
き
、
夕
飯
の
味
噌
汁

の
香

が
、
何
処

か
ら
と
も
な
く
鼻

を
つ
く
頃
風
も

よ
ど

み
腹

の
皮
も
よ
ど

み
、
帰

心
矢

の
如
く

な
っ
て
、
合
口
一
日
中
競

い
合
い
百

び

合

っ
た
友
達
と
、
明
日

を
約
束
し
、
婆

の
待

っ
て

い
る
我

家
に
帰

っ
て
来

る
の

で
あ

る
。

そ

こ
で
此

の
凧

の
声

の
出
所
、

つ
ま

り
発
声
器
と

も
云

い
ま
す
か
、
私
達

の

村
で

は
こ
れ
を
（

ひ
ん
び
）
と
云

っ
て

い
ま
す
が
、
こ

れ
が
夏

の
混
虫
『

嬋
』

の
声

に
似

て
い
る
僞
か
ら
こ
の
名
称
に

な
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
、か
、
蟹
田

を
中

心
に
し

た
上
磯
の
一
部
か
ら
、
私

達

の
村

や
瀬
辺
地
地
方
ま
で（

ひ
ん
び
）

郷
沢
以
南
で

は
（

ぶ
ん
ぶ
）
後
潟
方
面

か
ら

は
（
ぐ

ん
ぐ
）
、
青
森
市
内
其
の

近
在
で

は
（

ぶ
ん
ぶ
）
　（

ぐ

ん
ぐ
）
両

方

の
よ
う
で

す
。

又
、
南
部
其

の
他
で
は
（

め
い
め
）

と
云

っ
て
い
る
処
も
一
部

に
あ

る
と
云

平
館

方
面

は
（
ぐ

ん
ぐ
）
、
今
別
方

面

で
は
（

す
び
）
、

こ
の
呼

び
名

か
ら

し

て
も
凧

の
出
す
音
の
妙

は
押
し
て
知

る
べ
し
で
あ
る
。

今
の
世
は
変
り
つ
つ
あ

る
。
そ
れ

に

伴
い
子

供
の
遊

び
も
ま
っ
た
く
変
り
つ

つ
あ

る
。

大
型
花
火
、
危
険
ピ
ス
ト
ル
、

ス
キ

ー
、
野
球
、
皆
危
険
な
物

ば
か
り
で
あ

る
。あ

の
大
き
な
棒
で
頭
で

も
打
た
れ

た

ら
脳
味
噌
は
吹

っ
飛
び
、
目
の
玉

が
ど

う
な
り
ま
す
か
、
火
を
見

る
よ
り
明

か

で
は
な

い
か

、選
手
諸
君
、
あ
の
恐
し

い

プ
レ
ー
ト
に
立
つ
時
な
ん
か
は
必
ず
、

お
位
牌
と
一
杯
飯
だ
け
は
持
っ
て
出
る

よ
う
愚
考
な
、が
ら
御
提
案
中
し
上
げ
た

い
と
思
う
。

な
ぜ
な
ら
他
人
機

を
や
っ
た
ら
お
上

げ

す
れ
ば

よ
い
。

自
分
で
や
ら
れ

た
ら
、

そ
の
儘

お
使

い
に
な
れ
ば
結

構
一
石
二

鳥
で
あ

る
と

思

う
か
ら
だ
。

ち
ょ
っ
と
話

は
横

に
逸

れ
て
申
訳

な

い
か
ら
元

に
戻

り
ま
す
。

そ
れ

に
比

べ
る
と
あ
の
頃

は
、
安
全

無
垢

の
世
の
中

で
あ
っ
た
。

思

い
出
し
て
も
懐

し
き

限

り

で

あ

る
。
元
気

だ
っ
た
友
達

は
今
何

処
で
何

を
し
て
い
る
だ
ろ
う
、
又

先
輩
諸
兄

は

何
如
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

ス

パ
ゲ
テ
ィ

に

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
料

理

、か
う
ま
く
の
ど
を
、
通
る
だ
ろ
う
か
。

面

白
か
っ
た
時
代

は
、
遠
く
に
行
っ

て
し
ま
っ
た
と
云
う
の
に
、
後
を
も
見

ず
に
た
だ
騒
し
い
現
代
を
残
し
た
。

明
治
大
正

の
頃

は
や

っ
た
村
の
童
歌

雨

々
ふ
れ
ふ
れ
ぱ
ら
ぱ
ら

南
部
の
方
さ
方
さ
流
れ
ろ
流
れ
ろ

（

完
）

長

々
ご
た
く
を
並

べ
ま
し

た
が

お
目

に
触

っ
た
ら

お
許
し
下

さ
い
。。

昭
和
四
十
六
年
度
購
入
図
書

永
遠
の
牧
歌
　
　
　

男
蔦

不
恵
の
声
　
　
　
　

熱
開

遙
か
な
国
遠
い
国
　

決
断

漆
の
花
　
　
　
　
　

喪
失

お
ん
な
七
色
　
　
　

花
狩

青
春
前
期
　
　
　

つ
ら
ぬ
き

と
お
す
愛

白

い
焙
　
　
　
　
　

花
野

蒼

い
蛇
（

続
）
　
　

砂
の
十
字
架

伽
な
子
の
た
め
に
　
蒼

ざ
め
た
虹

ほ
ら
男
爵
　
　
　
　

犯

罪
日

詩

お
別
れ
よ
　
　
　
　

夢
の
あ

と

伊
達
正

宗
○
　
　
　

鼠
小

僧
次
郎
吉
他

三
島
由
紀
夫
　
　
　

蜜

に
濡

れ
た
祭

壇

み
だ
れ
扇
　
　
　
　

砂
漠
の
塩

杏
子
姜
隠
　
　
　
　

伊
達
正
宗
○

お
登
勢
　
　
　
　
　
愛
の
黙
劇

男
だ
も
の
円
居
　
　
槍
ヶ
岳
開
山

遅
い
目
覚
め
な
が
ら
も
　
春
の
坂
道
○

偉
人
を
育
て
た
母
と
教
師
　

″
　

Ｏ

風
の
吹
く
町
　
　
　
お
れ
は
伊
賀
者

ぼ
て
じ
や
こ
物
語
○
流
れ
の
さ
な
か
で

夜
の
会
話
　
　
　
　
勝
海
舟

傾
斜
面
　
　
　
　
　
人
を
動
か
す

柳
生
の
剣
　
　
　
　

武
道
秘
伝
書

白
昼
堂
々
　
　
　
　
葉
隠

地
の
群
れ
　
　
　
　
五
輪
書

笛
師
　
　
　
　
　
　
武
道
初
心
集

お
バ
カ
さ
ん
　
　
　
日
本
女
性
史
○

夜
の
仕
度
　
　
　
　

高
瀬
川

ふ
な
く

い
虫
　
　
　

身
、か
お
り
の
夜

夏
の
砦
　
　
　
　
　

失
礼
／・
金
田

で
す

よ

い
名
前
の
つ
け
方
　

父
山
本
五

十
六

盆
栽
　
　
　
　
　
　

ア
イ
デ
ア
話

術

吹
雪
の

空
白
　
　
　

他
人

の
女
房

戦
争
と
人
間
㈲
　
　

花
と
獣

の
開

あ

る
朝
海
に
　
　
　

鴎
外
の
ひ

菜
食

の
効
果
　
　
　

冬
の
螢

十
二
年
目
の
初
恋
　

棺
の
花

女
無
用
　
　
　
　
　

夜
会
服

緋

ぼ
た
ん
の
女
　
　

飾
ら
れ
た
穴

腕
一
本

の
春
　
　
　

女
の
決
闘

証
明
　
　
　
　
　

わ
た
し
．が
棄
て
た
女

禁
断
　
　
　
　
　
　

昭
和
元
禄
女
大
学

人
生
感
あ
り
　
　
　

遙

か
か

る
男

続
き
ん
ぴ
ら
先
生
青
春
記
　
・
兜
町
狼

遊
太
郎
巻
談
　
　
　
愛
っ
て
な
に
？

丸
ビ
ル
乙
女
　
　
　
次
郎
長
三
国
志

明
日
は
日
曜
日
　
　
お
ん
な
と
男

夜
の
戦
士
　
　
　
　
眼

槙
弾
正
の
告
白
　
　
華
麗
な
る
殺
人

逃
げ
る
、か
勝
ち
　
　
と
金
紳
士

青
い
殺
人
者
　
　
　
不
安
な
演
奏

青
春
道
場
　
　
　
　
紅
だ
す
き
無
頼

鎖
と
歯
　
　
　
　
　
夢
の
あ
と

男
と
女
の
世
の
中
　
山
口
組
三
代
目
怒

に
ん
げ
ん
牧
場
　
　

″
　
　
　
　
″
野

張
り
込
み
　
　
　
　
吹
雪
の
惨
劇

最
終
都
内
版
　
　
　
闇
の
図
録

鏡
の
中
の
闇
　
　
　
見
事
な
娘

あ
る
町
の
高
い
煙
穴
　
凍
る
山
稜

青
春
の
穂
高
　
　
　

た
ぬ
き
ぼ

ん
ず

樹
氷
　
　
　
　
　
　

十
五
代
将
軍

夜

と
月

の
結
婚
　
　

山

へ
の
祈
り

あ
あ
厚

木
航
空
隊
　
下
町

の
恋
人

た
ち

忍

法
相
信（
7
3
）
　
　
愛

に
始

ま
る

あ
る
秘
書
官

の
死
　

日
本
剣
客
伝
（
上
）

不
貞

な
貞

女
　
　
　

泉

の
ほ
と
り

に
て

青
春
の
愛

と
孤

独
　

は
な
や
か
な
才
女

た
ら

日
本
昔
話
百
選
　
　

巻
談

名
人

列
伝

涙
の
河

を
ふ
り
返

れ
　

あ
す
の
日
本
海

貞

女
の
日
記
　
　
　

雪

山
の
一
週
間

鬼
退
治
　
　
　
　
　

地
上

七
階

昭
和
女
仁
義
　
　
　

薔
薇
海
溝

死

者
だ
け
が
血
を
流
す
　
月

影
庵
一
代

女
の
小
箱
　
　
　
　

危
険
な
水
系

エ
ヌ
氏
の
遊
園
地
　

銀
の
川

波
の
塔
　
　
　
　
　

陣
出
達
郎

一
発
屋
大
六
　
　
　

事
件
と
共
に
5
0年

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
退
屈
日
記
　

黒
壁

女
の
部
屋
　
　
　
　

色
く
ら
べ

肌

は
死
な
な

い
　
　

主
水
血
笑
録

あ
あ
戦
友
　
　
　
　

渦
の
中
の
顔

青
春

水

″
ト
ラ
イ

ソ
　
赤

い
密
航
者

駅
長

さ
ん
終
点
で
す
　
天

皇
の
密
使

日
本
剣
客
伝
（
下
）
　
天
地
静
大

妻

と
女
の
間
（
上
）
　
あ

る
美
人
の
一
生

境

の
神

の
物
語
　
　

○
時
間
の
男

木
乃
伊
館
　
　
　
　

遠
藤
同
作

ユ
ー
モ

ア
小
説
集

げ

ん
こ
つ

青
春
記
　

女
の
日
時
計

事
故
　
　
　

エ
ロ
サ
イ

ク
ロ
。ヘ
デ
イ
ア

輪
舞
　
　
　
　
　
　

し
ゃ
れ

た
Ｙ
談
集

陰
に
開

く
花
弁
　
　

西
洋
秘
画
集

天

の
踊
り
　
　
　
　

秘
伝
小
林
寺
拳
法

横
領

計
画
　
　
　
　

東
名
高
速
に
死
す

ス
ピ
ー
チ
笑
辞
典
　

破
壊
指
令
Ｎ

Ｏ
ｌ

天

保
紅
小
判
　
　
　

小
説

エ
ノ
ケ
ン

続
々
冠
婚

葬
祭

入
門

結
婚

ス
ピ
ー
チ
傑
作
集
　

知
床
半
島

こ
れ
だ
け
は
知

ら
ね

‘
　
　
　

侭日

ば
な
ら
な
い
①
？
⑨
　

積
木

の
茅

昭
和
史
発
拙
②
③
⑥
⑦
⑨
⑩
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